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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成29年7月6日(2017.7.6)

【公開番号】特開2017-66423(P2017-66423A)
【公開日】平成29年4月6日(2017.4.6)
【年通号数】公開・登録公報2017-014
【出願番号】特願2017-6433(P2017-6433)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  21/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ   21/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年5月26日(2017.5.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２ｍｍ厚のシートにしたときに、ＪＩＳ　Ｋ７１３６に従って測定したヘーズ値が２０
％未満である、透明な架橋ゴム組成物であって、
　　ｃｉｓ含量が約９０～９５％である、低ｃｉｓイソプレンゴム（ＩＲ）成分と、
　　ブタジエンゴム（ＢＲ）、１，２－ポリブタジエンゴム、スチレンブタジエンゴム（
ＳＢＲ）、アクリロニトリルブタジエンゴム（ＮＢＲ）、水素化ニトリルゴム（ＨＮＢＲ
）、ウレタンゴム（Ｕ）、エチレンプロピレンゴム（ＥＰＭ）、エチレンプロピレンジエ
ンゴム（ＥＰＤＭ）、クロロプレンゴム（ＣＲ）、および天然ゴム（ＮＲ）からなる群か
ら選択される、ゴム重合体成分と
を含み、
　前記低ｃｉｓイソプレンゴム成分と前記ゴム重合体成分の質量の合計を１００質量部と
したときに、前記低ｃｉｓイソプレンゴム成分の量が４５～９５質量部の範囲であり、
　低シスイソプレンゴム成分およびゴム重合体成分は、ラジカル架橋剤および過酸化物か
ら選択される架橋剤の１つ以上で架橋されており、
　シリカを実質的に含まない
ことを特徴とする、組成物。
【請求項２】
　シリカを実質的に含まない、架橋ゴム組成物であって、
　　２３℃における屈折率が１．５００～１．５２５の範囲である第一の重合体と、
　　前記第一の重合体とは異なる、第二の重合体と
を含み、
　前記重合体は、ともに共役ジエン重合体であり、および第一および第二の重合体の屈折
率の差の絶対値が０．１００以下であり、
　第一の重合体および第二の重合体は、ラジカル架橋剤および過酸化物から選択される架
橋剤の１つ以上で架橋されており、
　前記組成物の２ｍｍ厚のシートでＪＩＳ　Ｋ７１３６に従って測定したヘーズ値が、２
０％未満であり、
　前記組成物のＪＩＳ　Ｋ６２５３に従って測定したタイプＡデュロメータ硬さ（０　ｓ
ｅｃ）が、３５以上である
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ことを特徴とする、組成物。
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